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· リポートの書き方

01　Report/リポートとは何か

#1　高校までで書かされてきた「小論文/作文」とは異なる。

#2　リポート=報告書である。

#3　文献・資料を読んだり，調査をしたりといった学習のプロセスで収集した事実を元に

　　自分が考察した結果を報告するための文書である。

#4　ものすごくよくある間違い

　　「こういうことは問題なので、今後も注意していくべき」みたいな締め方。

#5　これでは、話が1周してしまって、なにも書いていないのと同じこと。

　* 高校までの小論文の指導における誤った部分。

#6　ただし、大倉の課題に限っていうなら、1年生のリポートで高度な論証は求めない。

　* きちんと情報収集をし、異なった考え方の比較ができていればよいとする。

　* 他の先生方も同じだとは限らないので注意すること。

02　構成・文体などについて

#1　明確な論拠（文献上の裏づけ）によって主題が論証しきれているか否かが重要。

#2　裏づけもないまま、「私はこう思う」というのはダメ。

　* 「思う」という作業は不必要。「考える」ことが必要。

#3　文章は簡潔に書く。

　* ひとつの文ではひとつのことしか書かないぐらいでよい。

#4　文章は明確に書く。

　* 事実と意見をはっきりと区別する 

　* 意見は具体的・特定的な事実で裏付ける 

　* 論理的な流れで文章を組み立てる 

　* 幾通りかの意味にとれる表現は用いない 

#5　文体は、常体(だ・である)で書く。

#6　基本的に、「私は」という主語は用いない。
#7　論文の構成

· 問題の所在…何について報告するのかを明確化・その問題について論じる必要性

· 先行研究…その問題について、誰がどんな説をとなえているかをまとめる。

· 考察・今後の課題…いろいろな説を比較してみた結果、何がいえるのかを結論づける。

· 参考文献一覧…その問題を考える上で、必要な文献を明示する。

　　　　↑

リポートも同じような構成をとる。

03　リポートと小論文を取り違えている人の例

　* 小論文＝「自分の意見を書け」といわれる。
　* リポート＝意見を述べることは目的ではない。
　　いろいろな学説やデータを集め検討した結果を報告することが目的。
　* 最初から結論を決めて、それに都合のいい学説やデータを並べてはダメ。
04　リポートでよくある困った例

* 「課題」として与えられているのに…
「私は○○の問題が重要だと思うのでこれ（課題）を選びました」と書き始める。

　　　　　↑
　　重要な話だから、教員は課題＝テーマとして設定している。
　　さくっと、重要である理由を書くこと。
　* 内容の（分量の）バランスが悪い
　　問題の所在の部分ばっかり長々と書いて、肝心の報告の部分が少ない。

　　　　　↑

　　書くべきことを決めて、見取り図を作ってから書かないと、バランスが悪くなる。
　* パラグラフ（段落）がいい加減。（ときどきパラグラフがないリポートがある）
　　ひとつのパラグラフ＝ひとつの内容
　　いくつかのパラグラフ/内容が集まって、ひとつの項目ができる。
　　字数設定にもよるが4～5行で1パラグラフぐらいが読みやすい。10行を越えぬこと。
　* テーマが大きすぎる
　　本を書くわけではないので、テーマを絞ること。
　　問題全体について簡単にまとめた上で、何らかの理由のもとにテーマを絞ること。

　* ワープロで書く場合、漢字に変換しすぎる。
　　ページの見た目が黒っぽい（＝漢字が多い）文書は読む気がなくなるし読みにくい。
　　　自分で書けない漢字は使わない（＝変換しない）ぐらいに考えてもよい。

　

05　引用

* 引用は、そのリポートがどのような根拠にもとづいて作成されたのかを、相手に知
らせるためのものである。（どういう考えの道筋をたどったのかを知る。）
　* 同時に、そのテーマ/問題について考える上で、欠かせない文献のリストという側面を

もつ。
　* その意味で、引用は、しなくてはならない作業である。

　　　　　　だから

　* 必要な部分に必要なかたち・量で引用がなされているリポートは高評価となる。

　* 引用の3つのかたち（内容の重要度に応じて使いわける）
　　1)　元の文章の文意を変えずに、自分でまとめた言い方をする。
　　　　　　大倉は、…...という趣旨のことを指摘している。（大倉 2006:135）

　　2)　元の文章を、自分の文の中に組み込む。（カギ括弧でくくる）

　　　　　　この問題について、大倉は「○○は××なので□□である」と指摘する。（大

倉 2006:233-235）

　　3)　元の文章を、独立させて提示する。（字下げをして、引用部分がわかるようにする）

　　　　　　この問題について、大倉は以下のように指摘している。

　　　　　　　　○○は……………………………………□□だから…………….……………
　　　　　　　……………………..だよ～ん。（大倉 2006:240）

　 * 文書の最後に「引用文献一覧」を必ずつける。
　 * 学問分野によって書式が多少異なるが、以下のように覚えていればよい。
　　　　著者名，出版年，『タイトル――サブタイトル』 出版社名．
　　　　ex. 大倉恭輔 2006 『学問への招待』 実践出版
  * 詳細については、http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/jsr/JSRstyle.htmlを参照すること。
06　表記法

* 句読点のセットは、基本的には「、」と「。」
縦書き日本語文の原則・文系/社会科学系の横書きリポートでも基本的には同じ。
* 欧文　横書きの場合は必ず半角英数文字で入力。全角は不可。
* 数字　すべて半角の算用数字。ただし，熟語・成句・固有名詞は漢数字。一種，五十歩百歩
 　など。　
以上
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